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イースターの物語 

 

マリアとヨセフのもとに生まれたイエスの

クリスマスストーリーを覚えていますか？ 

 

イエスは人として来られた神 
 
 
神は人となり、私達は生きている神と関係

を持てるようになりました。 

 

十字架は神の愛を示すクリスチャンのシン

ボルです。 

 

イースターシーズンに見られるこれらの写

真は春や命のシンボルです。 



 

 

 

なぜクリスチャンは十字架をシンボルとし

て使うのでしょうか？ 

 

イエスは 33 年間、この地上に生き、人生

の最後の 3 年の間、人々を教え、人々を癒

しました。 

 

人々と食事も共にされました 

 

イエスは人々に、なぜ自分がこの世にきた

のかを語りました。 
 
良く、豊かな人生を与えるためにきたのだ

と。 

 

イエスは、この地上の命が終わっても永遠

に続く命を私達に与えたいのだと語りまし

た。 



 

またイエスは「わたしは世の光である。わ

たしに従って来る者は、やみのうちを歩く

ことがなく、命の光をもつであろう」と言

われました。 

 

イエスは 3 年の間、人々に教え、癒し食事

を共にされました。また数千人の人々に食

事を与えたこともありました。 

 

大勢の人々はイエスを熱狂的に迎えました 

 

神と人の間には大きな隔たりがありまし

た。 
 
イエスはその架け橋となられました。 

 

イエスは裁判を受け 

 

二人の罪人の間で十字架上で処刑されまし

た 



 

イエスに従ってきた婦人たちは十字架上の

イエスの側にい続けました 

 

墓にあるはずのイエスの遺体は無くなりま

した 
 

 

天使が墓に来た者たちに、イエスはよみが

えられたと告げました 

 

弟子たちはよみがえったイエスを見、朝食

さえも共にしました。 

 

弟子の幾人かはイエスがよみがえったこと

を信じられずにいましたが、イエスは彼ら

の前にも現れ彼らはその目でイエスを見る

ことができたのです 

 

イエスはその命さえも捨てるほどに私達を

深く愛し、 
 
私達を神と永遠に共に生きるようにしてく

ださったのです。 



 

私達の神への応答はたったひとつ、 
神の愛とイエスが私達のために死んでくだ

さったことを信じることです。 

 

イースターはイエスを神の子と信じる者た

ちがイエスの復活をお祝いする日 
 
イエスが死を打ち破り、私達に命を与えて

下さった日なのです。 

 

 

 
 


